
４年次(昨年度)の取り組み内容

土粘土に出会い慣れる段階の児童の
主体的な学びを促進する環境設定の検討
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１）土粘土を継続使用し、児童の粘土操作の経年での変容をまとめる。
２）主体的・対話的で深い学びに導くための支援や環境設定を構築する。

３年次の実践を踏まえ「土粘土と出会い慣れる段階」にある児童４名に、計8時間の授業を実践した。主体的な学びの場となるよう
「ひと目でわかる環境設定」「教師が楽しそうに見本を提示する」等の工夫を継続した。粘土の面白さに気づき、感触の心地よさを知
り仲良くなっていく導入段階にある児童の「やってみよう」という小さな変化を大切にして、遊びを通じて粘土に触れる時間と場を丁
寧に積み重ねていくことをねらった。

考察

★遊び方を提案する
（竹串やひも等の用意）

「串ぐさぐさ
穴いっぱい」

「やってみよ
うかな」

今後に向けて

土粘土に出会い間もない児童は、粘土という素材に対し、なかなか手を伸ばそうとしなかったり、触れてもすぐに手が離れる様子があったが、そばにい
る教師が楽しそうな見本を提示することをきっかけにして、粘土に興味を持って触れることができた。楽しそうな見本とは、例えば、粘土片を児童の手の
甲の上で「ころころ」と言いながら転がすことや、触れたくなるように粘土をつまんで指あとをつける等であった。
また、見立てて遊ぶ力を持っている児童でも、粘土への働きかけが継続するためには、遊びの見本を見せて児童が粘土に関わり始めた後も、教師が継続

して見守り、必要に応じて児童の気持ちやイメージに寄り添った言葉かけをして楽しさを共有することが求められた。手が汚れることを気にする児童も同
様に、安心して活動できるようにそばにタオルを置いた後、教師が触りたくなる手掛かり（道具や遊び）を示すことで、粘土への関わりが変化し始めた。
以上のことから、「主体的な学び」を促進する環境設定として、3年次研究において有効と考えられた手立ては、いずれも児童が関心を持ち、やってみ

たいという気持ちを喚起するものであったといえる。「ひと目でわかる環境設定」の中には、ＩＣＴ機器の活用や見本提示に加え、集団が落ち着いて活動
できるよう、実態に合わせてシート上で自由に活動する時間と、椅子に座って集中して活動する時間を区切り、使い分けをすることも必要だった。

次の先生も呼んで
「わたしに任せて！」

「できました、
はいどうぞ」

児童Ａ
「手についた、
タオルでふくの」

「ひじで押し
てみよう」

「穴から
なんか
出てきた」

児童Ｂ
「見て見て！コッ
ペパンどうぞ」

「○○先生にカレー
パン作るわね」

★イメージに寄り添い、広がるよう働きかける

２人で
「どうぞ」

＜その後の表現＞
●串を抜いて穴から出
てきた粘土をつまむ

●粘土にくっつける
●ひもに挟んだ粘土片
を端まで寄せる

●粘土の塊をつまむ

おいしいな
ありがとう

〇〇先生
待っててね

＜その後の表現＞
●タオルをかけて手
の腹部分で押して
「ゆきだるま」

●押して平らにした
粘土を端から丸め
「あかちゃん」

ありがとう
メロンパン
ください

いらっしゃ
いませ

ありがとう

ありがとう

楽しみだなぁ

３年次(昨年度)の取り組み内容

「土粘土と出会い慣れる段階」の児童６名に、計8時間の授業を実践した。前庭の土や粘土を用意し、水分量を調整した様々な状態を
肌で感じることから始め、粘土の再生活動に取り組んだ。次に粘土にじっくり触れて、児童一人ひとりが粘土と向き合う時間を設定した。
その際に粘土に触れにくい児童がみられたため、自分から粘土に触れ、ちぎったり、丸めたり、くっつけたりする手がかりとして、型や
マドラー、カップ等身近な道具を取り入れた。

研究の目的

主体的な学びに導くための工夫と児童の様子

①児童の様子に合わせた工夫により、どの児童も粘土に興味を持ち、触れる時間が伸びてきた。素材である粘土に児童が主体的に関わ
り続けている場面には、共通して教師の存在がそばにあった。寄り添う姿勢を教師間で意思疎通していくことが求められる。

②操作面では、４名ともに指先でつまむ、小さくちぎる、手指で押す、叩く、穴をあける等の「分割」「変形」が中心であった。
楽しく遊ぶ中で、操作方法を知り、次の「粘土に親しみ造形表現を楽しむ段階」へとつなげていきたい。

他児童の参加


